
少子高齢化や家族の小規模化などを背景として、老々介護、男性による介護、働きながらの介護

など、家族による高齢者介護は数十年前では考えられなかった姿を見せています。さらに、いわゆ

る団塊世代が 75 歳以上となる 2025 年以降、病気を抱える高齢者や要介護者が増加し、介護を担う

家族の負担がますます増大することが予想されます。

このような家族に対する「ケア」の重要性は高く、それは要介護高齢者本人にとっても良い影響

を与えるといわれています。

過酷な状況の中で日々介護に奮闘する人々に対して、私たちは、道のようぼくとして、地域社会

の一員として何ができるでしょうか。「ケアする人をケアする」。みなさんと一緒に考えます。

ケアする人をケアする
～要介護高齢者をかかえる家族への支援～

期 日： 立教 180（平成 29）年３月25 日（土）13:00～16:00（開場 12:30）
会 場： 陽気ホール（おやさとやかた南右第 2 棟 4 階）

対 象： テーマに関心がある方

定 員： 300 名

参加費： 無料

内 容： 基調講演「家族介護の現状と課題」

木村 秀子 氏（認知症の人と家族の会 奈良県支部 副代表）
き む ら ひ で こ

パネルディスカッション「ケアする人をケアする」

【パネリスト】

木村 秀子 氏

扇田 慶徳 氏（茨城教区長）
おうぎだ よしのり

森田 明洋 氏（高場分教会長後継者・有限会社ペアレント代表取締役）
もり た あきひろ た か ば

【司 会】

市村 徳子（ひのきしんスクール運営委員）
いちむら のり こ


